
石垣ごとに異なる被害状況

北十八間櫓（崩壊） 宇土櫓続櫓（顕著な膨らみ）

田子櫓の被災状況

建物傾斜・屋根・外壁破損
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計 画 期 間

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

建造物

石 垣

１ヵ年程度

半年～1ヵ年程度
2ヵ年程度

２ヵ年程度

２ヵ年程度

⑭建造物復旧工事 ⑮報告書作成

⑫石垣復旧工事

⑬建造物復旧設計

⑪石垣復旧設計 ⑨

⑪

⑧

⑩石材対照

⑦ ⑦

②調査・研究

④石垣測量

⑥

①

※文化財に関する研究

※鉄骨構台

※変更設計

⑤建造物仮設・解体設計

現在個別詳細は検証中であるが、すでに大きな違いが確認できている ⇒これまでの実績を踏まえた標準工期の見直しが必要

※他城郭及び熊本城の実績より設定
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人材育成の課題
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文石協との合同研修会
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特別見学通路・工事用仮設スロープ撤去後に着手できる石垣復旧の工程追加
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防災センター
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特別見学通路

工事用仮設スロープ

工事用仮設スロープ

仮設構造物が影響する石垣等

スロープ下石垣写真

見学通路下石垣写真

工事用仮設スロープに影響する石垣
（頬当御門）

特別見学通路に影響する石垣
（西櫓御門）
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以上の課題を踏まえ、全体工程の見直しを行う必要がある。
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